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企画展特集　伊藤孝一没後50年　山岳映画誕生大正末､雪の謹話にカメラを廻す

会期10月2日(士)～12月5日(日)
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｢瑠和5年6月6日､上高地にて　道道中､ i目知の山案内人･大井庄吉(左端)と出会う｣
向かって右から赤沼千尋,伊藤孝一,百瀬慎太郎　(百瀬堯氏所蔵写真)

企
画
展
｢
山
岳
映
画
誕
生
｣
の
開
催

大
町
山
岳
博
物
館

伊
藤
孝
一
没
後
五
十
年
､
奇
し
く
も
大
町
市
制
施
行
五
十
周
年
の

こ
の
年
に
､
富
山
県
[
立
山
博
物
館
]
と
の
共
同
企
画
で
記
念
展
を
開

催
す
る
運
び
と
な
っ
た
｡

伊
藤
孝
一
は
名
古
屋
の
資
産
家
｡
多
-
の
趣
味
を
持
ち
､
い
ず
れ

の
探
求
の
深
さ
も
半
端
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
伝
え
ち
れ
て
い

る
｡
そ
の
ひ
と
つ
に
登
山
と
映
画
撮
影
が
あ
っ
た
｡

北
ア
ル
プ
ス
に
魅
了
さ
れ
た
伊
藤
は
二
十
代
な
か
ば
か
ら
大
町
･

勤
山
館
を
訪
れ
､
同
じ
歳
の
百
瀬
慎
太
郎
と
響
き
合
い
､
赤
沼
千
尋

と
も
知
り
合
っ
た
｡
こ
の
三
人
の
出
会
い
か
ら
壮
大
な
夢
は
醸
さ

れ
､
実
現
し
､
そ
の
事
実
は
映
像
に
､
そ
し
て
登
山
史
に
刻
ま
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
｡

大
正
十
二
年
三
月
の
｢
雪
の
立
山
､
針
ノ
木
越
え
｣
で
あ
り
､
同
年

十
二
月
の
上
ノ
岳
冬
期
初
登
頂
で
あ
り
､
十
三
年
二
月
の
薬
師
岳
厳

冬
期
初
登
頂
で
あ
り
､
同
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
黒
部
五

郎
･
三
保
蓮
華
･
双
六
･
槍
ヶ
岳
の
縦
走
で
あ
る
｡

大
町
山
岳
博
物
館
は
伊
藤
都
留
子
氏
(
四
女
)
や
赤
沼
淳
夫
氏
の

協
力
を
得
て
､
十
年
ほ
ど
前
か
ら
伊
藤
使
用
の
カ
メ
ラ
な
ど
の
実
物

資
料
と
映
像
の
一
部
を
公
開
し
､
そ
の
事
跡
を
伝
え
て
き
た
｡

立
山
博
物
館
は
こ
と
に
映
像
原
板
の
保
存
と
内
容
の
精
査
､
公
開

に
力
を
注
ぎ
､
平
成
十
二
年
に
は
山
岳
映
像
の
第
一
人
者
､
羽
田
栄

治
氏
と
と
も
に
｢
雪
の
薬
師
､
槍
越
え
｣
を
四
十
八
分
の
公
開
作
品
に

作
り
上
げ
､
高
い
評
価
を
得
て
い
る
｡

去
る
七
月
二
十
四
日
-
八
月
二
十
九
日
､
立
山
博
物
館
に
お
い

て
記
念
展
｢
山
嶽
活
焉
｣
が
開
催
さ
れ
､
九
月
四
日
に
は
伊
藤
ゆ
か
り

の
名
古
屋
市
に
お
い
て
未
公
開
フ
ィ
ル
ム
二
本
の
上
映
､
布
川
欣
一

氏
･
羽
田
栄
治
民
ら
に
よ
る
壇
上
討
論
､
｢
雪
の
薬
師
､
槍
越
え
｣
上

映
の
三
部
構
成
で
｢
山
岳
映
像
企
画
2
0
0
4
｣
が
開
催
さ
れ
た
｡
こ

の
映
像
企
画
は
十
一
月
二
十
日
に
大
町
で
も
開
催
の
予
定
で
あ
る
｡

伊
藤
･
百
瀬
･
赤
沼
の
交
友
､
大
町
と
立
山
町
芦
峻
寺
の
山
案
内

人
の
活
躍
､
映
し
込
ま
れ
た
山
と
人
‥
･
｡

本
企
画
展
に
お
け
る
八
十
年
前
の
出
来
事
と
伊
藤
没
後
五
十
年

の
調
査
研
究
の
蓄
積
提
示
に
よ
っ
て
､
今
に
活
き
る
そ
の
真
価
を

探
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
｡
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向かってカメラ右側の中央3人､左から赤沼千尋･伊藤

孝一･百滴慎太郎(伊藤都留子氏所蔵写真･立山博物館錠供)

趣
味
の
登
山
が
ア
ル
ビ
一
一
ズ
ム
を
超
え
た
と
き
(
前
)

-
伊
藤
孝
一
没
後
五
十
周
年
に
-

布

　

川

　

欣

一

積
雪
期
の
北
ア
ル
プ
ス
黒
部
川
上
流
域
を
横
断
し
､

き
ち
に
立
山
連
峰
の
峰
々
を
踏
破
し
て
槍
ヶ
岳
へ
縦

走
す
る
｡
併
せ
て
雪
山
風
景
と
白
ち
の
登
山
を
本
格

的
な
映
画
に
記
録
す
る
　
-
　
こ
の
破
天
荒
な
企
て

は
､
一
九
二
三
(
大
正
十
二
)
年
と
翌
二
十
四
年
の
二

シ
ー
ズ
ン
に
わ
た
っ
て
実
行
に
移
さ
れ
た
｡
そ
れ
は
､

大
学
山
岳
部
が
登
山
界
の
主
役
に
躍
り
出
て
､
よ

う
や
く
雪
山
登
頂
の
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
時
期

だ
っ
た
｡

こ
の
雪
山
大
縦
走
と
映
画
制
作
を
担
っ
た
の
は
､

伊
藤
孝
一
を
チ
ー
フ
に
百
瀬
慎
太
郎
･
赤
沼
千
尋
を

加
え
た
ト
リ
オ
で
､
映
写
技
師
の
勝
野
鐘
四
郎
が
主

に
撮
影
に
当
た
り
､
奥
村
吉
松
が
同
行
し
た
｡
彼
,
ら

は
､
立
山
の
西
と
後
立
山
の
束
､
両
山
麓
の
山
案
内

人
た
ち
と
信
頼
と
敬
愛
の
絆
で
結
び
合
い
力
強
-
支

え
ら
れ
た
｡

制
作
さ
れ
た
｢
雪
の
立
山
､
針
ノ
木
越
え
｣
｢
雪
の

薬
師
､
槍
ヶ
岳
縦
走
｣
は
､
本
邦
山
岳
映
画
史
上
､

最
初
期
を
飾
る
｡
そ
の
完
成
か
ら
八
十
年
､
さ
ら
に

今
年
は
､
こ
の
雪
山
大
縦
走
と
映
画
制
作
の
中
心
に

あ
っ
た
伊
藤
孝
一
の
没
後
五
十
周
年
に
あ
た
る
｡

近
代
日
本
の
登
山
と
山
岳
映
画
の
歴
史
に
と
ど
め

た
伊
藤
の
先
駆
的
な
足
跡
は
､
今
な
お
光
苦
を
放
っ

て
消
え
る
こ
と
は
な
い
｡
い
や
､
ま
す
ま
す
そ
の
輝

き
は
増
し
っ
つ
さ
え
あ
る
｡
こ
の
機
会
に
､
改
め
て

伊
藤
の
業
績
を
ふ
り
返
り
､
検
討
し
て
み
よ
う
｡

-
"
封
山
館
サ
ロ
ン
の
ト
リ
オ

伊
藤
〇
百
滴
｡
赤
沼

ま
ず
､
個
性
豊
か
な
主
役
三
人
の
出
逢
い
ま
で
｡

田
伊
藤
孝
一
(
一
八
九
二
-
一
九
五
四
)

名
古
屋
生
ま
れ
｡
父
を
失
い
､
九
歳
に
し
て
東
屋

吉
兵
衛
七
代
目
(
伊
藤
殖
産
合
名
会
社
二
代
目
社
長
)

を
継
ぐ
｡
伊
藤
家
は
代
々
問
屋
業
･
両
替
商
を
営
み
､

尾
張
藩
御
用
商
人
を
勤
め
た
家
柄
で
､
莫
大
な
資
産

を
蓄
積
し
た
｡
そ
の
資
産
を
守
る
た
め
に
､
事
業
を

興
さ
ず
地
代
と
家
賃
に
頼
る
の
か
家
憲
｡

桁
外
れ
に
多
額
の
不
労
所
得
が
入
る
主
は
趣
味
に

没
頭
す
る
が
､
伊
藤
の
場
合
は
､
自
動
車
･
釣
り
･

狩
猟
･
植
物
･
日
本
画
･
仏
教
美
術
･
池
戸
文
学
･

写
真
･
登
山
な
ど
多
彩
だ
っ
た
｡
ど
れ
も
並
な
ら
ぬ

レ
ベ
ル
で
､
た
と
え
ば
日
本
古
典
文
学
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
｢
甘
露
堂
文
庫
｣
は
､
そ
の
資
料
的
価
値
が
高
く

評
価
さ
れ
､
主
体
部
が
国
華
院
大
挙
図
書
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
｡

伊
藤
は
一
九
一
六
(
大
正
五
)
年
に
日
本
山
岳
会

入
会
､
会
員
番
号
は
四
八
一
｡
そ
の
前
年
こ
ろ
か

ら
､
富
士
山
に
登
頂
し
た
り
､
冬
の
山
麓
を
周
遊
し

な
か
ら
狩
猟
を
楽
し
む
｡
一
方
､
俳
人
･
河
東
碧
梧

桐
ら
の
紀
行
｢
日
本
ア
ル
プ
ス
縦
断
記
｣
に
魅
せ
ら

れ
､
十
七
年
に
は
針
ノ
木
峠
か
ら
黒
部
の
平
､
五
色

ケ
原
を
経
て
鋤
岳
に
至
る
｡
十
八
年
夏
､
針
ノ
木
峠

か
ち
南
行
し
て
烏
帽
子
岳
へ
､
黒
部
五
郎
､
太
郎
兵

衛
平
､
薬
師
を
回
り
､
ヌ
ク
イ
谷
､
黒
部
の
平
を
経

て
針
ノ
木
峠
へ
戻
る
縦
走
を
達
成
｡
伊
藤
は
黒
部
源

流
山
域
の
虜
と
化
し
､
こ
の
二
年
続
き
の
登
山
を
支

え
て
-
れ
た
大
町
･
封
山
館
主
の
百
瀬
と
肝
胆
相
照

ら
す
伸
と
な
る
｡

図
百
滴
慎
太
郎
(
一
八
九
二
-
一
九
四
九
)

長
野
県
大
町
宿
生
ま
れ
｡
生
家
は
旅
館
･
封
山
館

を
営
む
｡
大
町
中
学
校
(
旧
制
)
在
学
中
の
一
九
〇
九

(
明
治
四
二
)
年
､
十
七
歳
で
日
本
山
岳
会
入
会
､
会

員
番
号
二
一
五
｡
す
で
に
十
四
歳
の
･
〇
六
年
に
白

馬
岳
に
登
り
､
十
一
年
に
は
初
雪
の
針
ノ
木
峠
に
立

ち
､
十
三
年
に
は
針
ノ
木
峠
-
八
峰
キ
レ
ッ
ト
-
大

黒
岳
を
初
縦
走
､
さ
ら
に
烏
帽
子
岳
-
槍
ヶ
岳
を
踏

破
す
る
｡

河
山
館
は
､
後
立
山
連
峰
の
登
山
基
地
と
し
て
登

山
者
に
愛
用
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
い
｡
百
瀬
が
文
学

に
傾
倒
し
､
若
山
牧
水
門
下
の
歌
人
で
も
あ
っ
た
の

で
広
く
文
化
人
が
集
う
サ
ロ
ン
だ
っ
た
｡
交
友
関
係

は
､
辻
村
伊
助
､
石
川
欣
一
､
槇
有
恒
､
茨
木
猫
之

吉
､
山
田
珠
樹
､
吉
田
絃
二
郎
ら
多
士
済
々
｡

ま
た
百
瀬
は
､
一
九
一
七
(
大
正
六
)
年
､
大
町
に

本
邦
初
の
登
山
案
内
人
組
合
を
設
立
し
､
自
ら
組
合

長
と
な
る
｡
組
合
は
､
登
山
者
の
便
宜
を
図
り
､
金

銭
的
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
と
同
時
に
､
山
案
内
人

の
技
術
･
モ
ラ
ル
の
向
上
と
生
活
保
障
を
目
ざ
し
た
｡

の
ち
に
百
瀬
は
､
大
沢
小
屋
二
九
二
五
年
)
と
釦
ノ

木
小
屋
(
一
九
三
〇
年
)
を
開
設
す
る
｡

一
九
二
三
年
一
月
に
､
百
瀬
は
､
富
士
山
ス
キ
ー

初
登
山
者
の
ひ
と
り
を
招
き
､
大
町
の
東
山
乗
越
で

ス
キ
ー
講
習
会
を
開
催
し
た
｡
こ
れ
に
伊
藤
や
赤
沼

を
誘
っ
た
こ
と
が
､
主
題
の
雪
山
大
縦
走
と
山
岳
映

画
撮
影
に
至
る
直
接
の
契
機
と
な
る
｡

圃
赤
沼
千
尋
(
一
八
九
六
-
一
九
七
九
)

長
野
県
有
明
村
(
現
､
穂
高
町
有
明
)
生
ま
れ
｡
生

家
は
大
地
主
で
山
繭
の
生
糸
工
場
を
営
む
｡
幼
少
期

は
病
弱
の
た
め
家
業
所
縁
の
茨
城
県
大
洗
で
過
ご

す
が
､
長
じ
て
登
山
に
親
し
む
｡
一
九
一
〇
(
明
治

四
三
)
年
､
十
四
歳
に
し
て
初
め
て
燕
岳
頂
上
に
立

ち
､
夕
暮
れ
の
山
岳
景
観
に
心
を
奪
わ
れ
る
｡

少
年
の
夢
と
憧
れ
が
燕
小
屋
(
現
､
燕
山
荘
)
開
設

に
結
実
し
た
の
は
二
十
一
(
大
正
十
)
年
｡
周
囲
の
猿

反
対
を
受
け
､
日
本
山
岳
会
筋
か
ら
も
非
難
さ
れ
る

が
押
し
切
っ
た
｡
白
塗
り
の
建
物
で
二
段
式
ベ
ッ
ド

を
備
え
､
コ
ー
ヒ
ー
､
紅
茶
､
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
ま

で
用
意
し
た
｡
当
時
､
超
ハ
イ
カ
ラ
な
山
小
屋
だ
っ
た
｡

評
論
家
で
登
山
家
の
浦
松
佐
英
太
郎
は
(
開
け
っ

激
し
の
籠
気
な
人
物
)
と
い
い
､
伊
藤
は
融
々
蹴

跡
と
し
て
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
､
時
に
よ
っ
て
は
重

は
じ

箱
の
四
隅
に
着
い
た
銘
を
針
の
先
で
穿
-
る
よ
う
な

程
度
に
ま
で
緻
密
)
と
い
う
｡
山
ば
か
り
で
な
-
､

書
画
･
文
芸
に
造
詣
深
い
家
風
を
継
い
だ
趣
味
も

あ
っ
て
百
瀬
と
親
交
を
結
び
､
伊
藤
を
識
る
｡

H
｡
大
正
期

｢
リ
ベ
ラ
ル
な
空
気
｣
と
登
山
状
況

伊
藤
孝
一
ら
の
活
動
を
跡
づ
け
検
討
す
る
前
に
､

そ
れ
ま
で
の
本
邦
の
登
山
や
社
会
の
状
況
を
み
て
お

-
必
要
が
あ
る
｡
大
正
期
二
九
一
二
⊥
一
六
年
)
か

ら
昭
和
初
期
に
至
る
時
期
は
､
近
代
日
本
登
山
史
上

の
一
大
転
換
期
に
あ
た
り
､
そ
の
な
か
で
伊
藤
ら
は
､

時
代
の
相
を
色
濃
-
映
し
､
け
っ
し
て
小
さ
-
は
な

い
役
割
を
演
じ
て
い
る
か
ち
で
あ
る
｡

田
日
本
山
岳
会
設
立
と
｢
探
検
の
時
代
｣
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本
邦
登
山
史
の
明
治
期
は
､
塑
戸
時
代
以
来
の
信

仰
登
山
が
裏
返
し
な
が
ら
も
根
強
く
引
き
継
が
れ
る

一
方
､
山
岳
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
関
わ
り
方
が

錯
綜
し
た
｡
だ
が
､
一
九
〇
五
(
明
治
三
八
)
年
の
日

本
山
岳
会
設
立
が
ひ
と
つ
の
転
機
と
な
っ
た
｡

日
本
山
岳
会
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
強
い
勧
め
が
あ
っ

て
設
立
さ
れ
た
｡
会
員
は
､
各
地
高
山
の
位
置
や
登

頂
ル
ー
ト
､
縦
走
路
､
未
知
山
域
を
精
力
的
に
探
り
､

日
本
登
山
史
で
い
う
｢
探
検
の
時
代
｣
を
推
進
し
た
｡

明
治
末
期
に
は
､
登
山
の
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
･
ア
ル

プ
ス
を
目
ざ
す
者
も
現
れ
た
が
､
新
し
い
活
動
の
模

索
が
始
ま
る
｡
時
代
転
換
へ
の
序
奏
で
あ
る
｡

圏
ス
キ
ー
･
沢
登
り
･
山
旅
･
静
観
派

そ
の
ひ
と
つ
は
､
ス
キ
ー
の
移
入
を
契
機
と
す
る

雪
山
指
向
で
あ
る
｡
明
治
末
期
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
山
岳
ス
キ
ー
術
で
､
そ
れ
は
､

高
田
(
新
潟
県
)
と
旭
川
(
北
海
道
)
を
起
点
に
近
隣
の

中
学
校
･
女
学
校
(
旧
制
)
の
教
員
･
生
徒
へ
､
さ
ら

に
民
間
へ
と
急
速
に
広
ま
っ
た
｡

こ
れ
に
よ
り
､
無
雪
期
に
限
定
さ
れ
て
い
た
登
山

が
､
一
挙
に
年
間
を
通
し
た
活
動
に
お
し
拡
け
ら
れ

た
｡
積
雪
期
の
妙
高
山
､
羊
蹄
山
､
富
士
山
へ
の
ス

キ
ー
登
山
を
皮
切
り
に
､
｢
ス
キ
ー
で
雪
山
へ
｣
が
大

き
な
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
く
｡

つ
ぎ
に
､
渡
渉
･
登
撃
の
技
術
を
駆
使
す
る
｢
渓

谷
の
遡
行
(
沢
登
り
)
｣
が
､
登
山
活
動
の
一
分
野
と

し
て
墜
*
,
れ
た
｡
舞
台
は
北
ア
ル
プ
ス
山
中
深
-

食
い
こ
む
黒
部
渓
谷
｡
急
流
で
両
岸
に
噸
壁
が
そ
そ

り
立
つ
本
流
と
､
そ
れ
に
注
ぐ
横
沢
の
ほ
と
ん
ど
を

踏
査
し
､
十
字
嘆
や
叙
大
滝
な
ど
を
発
見
し
た
活
動

に
拠
る
｡
沢
登
り
は
日
本
独
特
の
登
山
活
動
だ
｡

い
ま
ひ
と
つ
は
､
日
本
に
伝
統
的
な
｢
山
旅
へ
の

●

た

回
帰
｣
と
も
い
え
る
活
動
で
､
奥
秩
父
の
深
林
と
渓

谷
に
日
本
山
岳
美
の
典
型
を
見
い
た
す
｡
登
頂
に
の

み
価
値
を
お
く
の
で
は
な
く
､
登
山
口
か
ら
下
山
口

ま
で
の
全
行
程
を
通
し
て
､
自
己
と
自
然
と
の
融
合

を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
｡

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
｢
探
検
登
山
｣
の
果
て
に
､

｢
秩
父
会
｣
に
た
ど
り
着
い
た
人
び
と
の
こ
の
登
山
観

は
､
一
九
一
九
(
大
正
八
)
年
設
立
の
｢
霧
の
旅
会
｣
に

引
き
継
が
れ
る
｡
こ
の
会
は
､
高
原
や
低
山
趣
味
を

重
ん
じ
､
山
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
て
自
由
に
自
然
と

対
話
し
､
そ
こ
で
得
た
感
興
を
詩
文
や
絵
画
で
表
現

し
交
流
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
｡
こ
の
系
譜
の
人
び

と
は
｢
静
観
派
｣
と
呼
ば
れ
､
優
れ
た
山
岳
芸
術
を
生

む
母
胎
と
な
り
､
今
日
な
お
強
い
影
響
力
を
も
つ
｡

団
｢
リ
ベ
ラ
ル
な
空
気
｣
に
覆
わ
れ
て

伊
藤
ら
が
登
山
に
親
し
ん
だ
大
正
期
の
日
本
に
は
､

明
治
期
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
時
代
の
相
が
あ
る
｡

日
露
戦
争
に
勝
っ
た
日
本
は
､
第
一
次
世
界
大
戦

(
一
九
一
四
-
一
八
年
)
で
は
連
合
国
側
に
与
し
て
戦

勝
国
と
な
る
｡
貿
易
額
を
三
倍
に
も
増
や
す
｢
漁
夫

の
利
｣
を
得
た
う
え
､
戦
後
設
立
の
国
際
連
盟
で
は

常
任
理
事
国
に
な
り
､
｢
列
強
国
｣
参
入
を
果
た
す
｡

一
方
､
経
済
規
模
が
急
成
長
を
と
げ
た
国
内
で
は
､

第
二
次
･
第
三
次
産
業
の
就
業
人
口
が
増
加
し
て
都

市
へ
の
人
口
集
中
が
進
む
｡
そ
れ
は
､
農
地
･
山
林
･

河
海
な
ど
の
自
然
を
離
れ
､
労
働
(
生
産
)
の
場
と
生

活
(
消
費
)
の
場
と
が
轟
離
し
た
暮
ら
し
を
営
む
人
び

と
の
増
大
を
意
味
す
る
｡
彼
ち
は
､
一
定
時
間
の
労

働
に
よ
っ
て
衣
食
柱
の
保
障
を
待
ち
れ
る
も
の
の
､

自
然
か
ら
疎
外
さ
れ
る
近
代
都
市
の
生
活
者
で
あ
る
｡

世
に
｢
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
上
と
い
う
｡
日
露
戦
争

後
か
ら
男
子
普
通
選
挙
法
成
立
(
一
九
二
五
年
)
に
至

る
二
十
年
間
､
政
治
･
社
会
･
文
化
･
教
育
な
ど
広

い
分
野
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
指
向
の
運
動
が
著
し
か
っ

た
｡
二
十
世
紀
初
頭
の
世
界
か
､
ら
さ
ま
ざ
ま
な
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
押
し
よ
せ
､
都
市
を
中
心
に
日
本
社
会

は
､
あ
る
種
｢
リ
ベ
ラ
ル
な
空
気
｣
に
覆
わ
れ
る
｡
関

東
大
震
災
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
､
治
安
維
持
法
で
天

皇
制
･
私
有
財
産
制
の
否
定
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
た
け

れ

ど

　

-

｡

以
下
に
述
べ
る
､
ブ
ー
ム
と
い
え
る
ほ
ど
の
登
山

の
大
衆
化
状
況
も
､
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
の
開
花
も
､
こ

の
よ
う
な
空
気
の
な
か
で
生
じ
た
｡
伊
藤
ち
の
思
考

も
活
動
も
生
活
も
､
け
っ
し
て
例
外
で
は
な
い
｡

回
登
山
の
ブ
ー
ム
的
大
衆
化
状
況

正
確
な
数
字
を
得
て
い
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な

い
が
､
大
正
期
に
は
､
ブ
ー
ム
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

の
規
模
で
大
衆
的
登
山
が
広
ま
っ
た
､
と
推
測
で
き

る
｡
そ
の
根
拠
を
挙
げ
て
み
よ
う
｡

ま
ず
､
登
山
情
報
の
種
類
と
量
の
飛
躍
的
増
大
｡

一
九
二
二
(
大
正
二
)
年
夏
､
陸
地
測
量
部
(
現
､

国
土
地
理
院
)
が
､
五
万
分
の
一
地
形
図
を
南
北
ア

ル
プ
ス
関
係
図
幅
か
ら
販
売
し
始
め
た
｡
明
治
末

期
以
来
､
｢
探
検
の
時
代
｣
の
担
い
手
･
多
彩
な
文
筆

家
･
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
･
静
観
派
の
人
び
と
に
よ
る
著

作
刊
行
が
相
次
ぐ
｡
山
域
ご
と
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
刊

行
が
本
格
化
し
､
こ
れ
ら
を
併
せ
て
､
出
版
界
に
登

山
分
野
が
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
さ
れ
て
く
る
｡
さ

ら
に
市
町
村
､
鉄
道
･
バ
ス
会
社
､
旅
館
ホ
テ
ル
な

ど
の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
､
さ
か
ん
に
登
山
を

誘
う
｡上

記
の
動
向
は
､
各
地
で
進
む
登
山
者
受
け
入
れ

体
制
の
著
し
い
進
展
と
対
応
し
て
い
る
｡

大
正
期
､
現
在
の
高
山
線
､
大
糸
線
､
飯
田
線
な

ど
が
開
通
し
始
め
､
駅
か
ら
登
山
口
へ
乗
合
馬
車
が

運
行
さ
れ
た
り
し
て
､
ア
プ
ロ
ー
チ
が
容
易
に
な
る
｡

十
六
年
､
松
本
小
林
区
署
(
営
林
署
)
が
､
上
高
地
～

槍
沢
～
槍
ヶ
岳
､
燕
岳
～
常
念
岳
～
槍
沢
の
登
山
道

を
整
備
｡
そ
の
ル
ー
ト
や
白
馬
岳
を
複
数
の
皇
族
が

登
り
､
そ
の
た
び
に
新
聞
が
大
き
く
報
じ
る
｡
こ
の

報
道
は
､
か
つ
て
の
｢
探
検
｣
の
場
は
す
で
に
｢
安
全
｣

だ
と
印
象
づ
け
､
登
山
へ
の
関
心
を
よ
び
お
こ
す
｡

明
治
末
期
開
業
の
白
馬
岳
山
頂
小
屋
は
､
大
正
期

に
は
増
築
を
重
ね
､
白
馬
尻
の
岩
窟
を
改
修
し
､
白

馬
大
池
に
山
小
屋
を
開
く
｡
ま
た
､
信
濃
山
岳
会
の

唱
導
で
長
野
県
や
教
育
会
が
大
沢
(
篭
川
谷
､
伊
藤

ら
が
利
用
)
な
ど
に
石
室
の
避
難
小
屋
を
設
け
､
赤

沼
に
よ
る
燕
小
屋
な
ど
営
業
山
小
屋
の
開
設
も
続

く
｡
ア
ル
プ
ス
旅
館
(
現
､
槍
沢
口
ッ
ヂ
)
､
常
念
小

屋
が
赤
沼
に
先
ん
じ
､
大
槍
小
屋
､
殺
生
小
屋
､
一

ノ
俣
小
屋
が
後
を
追
う
｡
そ
し
て
二
十
五
年
に
は
穂

高
､
二
十
六
年
に
は
槍
の
頂
上
直
下
に
も
山
小
屋
が

建
つ
｡登

山
客
の
案
内
や
荷
物
運
び
は
､
山
村
の
人
び
と

の
新
し
い
収
入
源
と
な
る
が
､
そ
の
仕
事
を
秩
序
だ

て
た
の
か
登
山
案
内
人
組
合
で
あ
る
｡
先
述
､
百
瀬

に
よ
る
大
町
に
続
い
て
､
こ
の
種
の
組
合
設
立
は
､

燕
､
白
馬
､
常
念
､
槍
穂
高
､
乗
鞍
な
ど
の
山
麓
へ

抜
か
る
｡

以
上
､
列
挙
し
て
き
た
新
し
い
動
向
は
､
そ
れ
を

必
要
と
す
る
者
が
な
け
れ
ば
生
じ
ま
い
｡
学
校
集
団

登
山
の
急
増
だ
け
で
な
く
､
一
般
登
山
者
の
大
量
出

現
を
推
測
さ
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
｡
そ
し
て
供
給

は
ま
た
､
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
新
し
い
需
要
を
生
む
｡

一
九
一
五
(
大
正
四
)
年
の
焼
岳
爆
発
に
よ
る
大

正
池
出
現
を
機
に
､
上
高
地
観
光
地
化
の
動
き
が
強

ま
る
｡
官
民
一
体
の
観
光
産
業
は
､
登
山
を
新
し
い

ア
イ
テ
ム
に
し
て
市
場
開
拓
に
の
り
出
し
た
｡
そ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
こ
そ
､
近
代
都
市
の
大
衆
に
は
か
な
ち

な
い
｡

団
｢
岩
と
雪
の
時
代
｣
と
ア
ル
ビ
二
ズ
ム

日
本
登
山
史
を
大
転
換
さ
せ
る
快
挙
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
･
ア
ル
プ
ス
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
｡
一
九
二
二
大

正
十
)
年
九
月
十
日
､
槇
有
恒
が
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜

の
初
登
撃
を
達
成
し
た
､
と
の
報
で
あ
る
｡
十
二
月
､

横
は
｢
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
｣
を
携
え
て
帰
国
し
た
｡
そ
れ

は
､
｢
よ
り
困
難
な
登
攣
｣
を
目
ざ
す
登
山
思
想
､
雪

線
以
上
の
高
岳
で
岩
と
氷
雪
に
対
処
す
る
技
術
と
そ

の
た
め
の
用
具
の
活
用
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
た
｡

国
内
で
は
､
大
学
山
岳
部
の
学
生
や
O
B
に
よ
る

｢
ス
キ
ー
で
雪
山
へ
｣
の
活
動
が
際
だ
ち
始
め
て
い
た
｡

板
倉
勝
宣
(
学
習
院
-
北
大
)
は
一
九
年
と
二
十
一
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年
の
三
月
､
独
り
ス
キ
ー
で
常
念
乗
越
か
ら
槍
沢
に

入
っ
て
積
雪
期
槍
ヶ
岳
登
頂
を
探
り
､
二
十
二
年
一

月
に
は
大
雪
山
旭
岳
ス
キ
ー
登
山
｡
二
十
年
三
月
､

大
島
亮
吉
(
慶
応
)
ち
か
白
馬
杓
子
岳
に
ス
キ
ー
登

山
を
試
み
､
二
十
一
年
一
月
､
松
方
三
郎
(
学
習
院

上
界
大
)
ら
が
ス
キ
ー
で
燕
岳
登
頂
｡
そ
の
年
五
月
､

丹
田
三
郎
(
早
稲
田
)
ら
が
積
雪
期
の
燕
-
槍
を
初
縦

走｡
棟
は
､
冬
の
登
山
で
雪
と
氷
の
山
稜
や
斜
面
に
対

処
し
､
岩
登
り
で
断
崖
を
上
下
す
る
技
術
を
会
得
せ

ぬ
限
り
､
(
ア
ル
ペ
ン
と
か
ヒ
マ
ラ
ヤ
)
に
登
る
の
は

不
可
能
だ
､
と
強
調
す
る
｡
そ
し
て
慶
応
や
学
習
院

な
ど
の
学
生
ち
を
率
い
て
､
二
十
二
年
三
月
に
積
雪

期
の
槍
ヶ
岳
に
登
頂
し
､
八
月
に
は
穂
高
岳
洞
沢
で

岩
登
り
合
宿
を
主
宰
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
間
､
三

月
に
は
三
田
幸
夫
(
慶
応
)
ち
か
ス
キ
ー
で
立
山
と
鋤

岳
に
初
登
頂
し
､
ま
た
七
月
に
は
板
倉
･
松
方
ら
と

丹
田
ち
の
パ
ー
テ
ィ
が
､
そ
れ
ぞ
れ
槍
ヶ
岳
北
鎌
尾

根
の
岩
稜
を
撃
じ
る
｡
二
十
四
年
一
月
に
は
､
丹
田

ら
が
｢
よ
り
困
難
な
｣
厳
冬
期
の
槍
ヶ
岳
に
初
登
頂
｡

い
よ
い
よ
｢
岩
と
雪
の
時
代
｣
が
本
格
化
し
､
一
方

に
一
般
登
山
者
が
増
大
す
る
登
山
の
両
極
化
状
況
が

進
む
｡

Ⅲ
〝
雪
山
大
縦
走
と

映
画
掃
影
の
破
天
荒
ぶ
り

田
｢
破
天
荒
｣
生
ん
だ
封
山
館
煙
燵
談
義

伊
藤
の
一
九
二
三
(
大
正
一
二
)
年
は
初
体
験
の
ス

キ
ー
講
習
会
(
大
町
･
東
山
乗
越
)
受
講
で
始
ま
る
｡

百
瀬
に
誘
わ
れ
､
赤
沼
ら
と
と
も
に
一
月
三
日
か
ら

封
山
蛸
S
.
客
と
な
っ
て
､
講
習
は
九
日
ま
で
｡
そ
の

間
の
煙
燵
談
義
か
ら
､
破
天
荒
な
計
画
は
生
ま
れ
た
｡

こ
の
一
週
間
ば
か
り
の
問
に
､
百
瀬
･
赤
沼
両

君
と
私
と
の
間
に
雪
山
の
話
題
が
攫
顕
し
て
あ
た

そ

の
で
あ
る
｡
夫
れ
も
三
人
の
中
､
誰
が
言
出
し
た

の
か
今
で
は
覚
え
て
ゐ
な
い
｡
恐
ら
-
夢
中
に
語

り
合
ふ
山
の
夜
話
が
､
次
か
ら
次
へ
と
段
々
高
じ

あ
る
い

て
い
つ
た
結
果
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
｡
或
は
毎

日
馴
れ
親
ん
だ
玲
擬
の
後
立
山
､
紺
碧
の
大
空
に

こ

滞
日
を
競
ふ
頚
城
の
峯
や
､
斯
う
し
た
環
境
が
吾

等
を
誘
ふ
魅
力
と
な
っ
て
ゐ
た
で
も
あ
､
ら
う
か
｡

し

(
中
略
)
吾
々
は
凍
み
通
る
や
う
な
寒
さ
を
障
子
一

重
に
避
け
た
炬
燵
の
中
で
､
計
画
を
進
め
な
が
ら
､

少
し
つ
ゝ
心
の
用
意
を
整
へ
て
い
っ
た
｡

｢
針
ノ
木
峠
を
越
え
て
立
山
温
泉
に
至
り
立
山
に
登

る
｣
計
画
を
た
て
た
三
人
の
初
動
は
､
十
二
日
か
ら

往
復
四
日
を
充
て
た
(
大
沢
の
石
室
)
視
察
だ
っ
た
｡

そ
の
結
果
､
(
吾
等
の
意
志
は
決
し
た
)
｡

一
か
月
後
の
二
月
十
五
日
夜
､
伊
藤
は
番
頭
の
堀

田
銀
一
を
名
古
屋
か
､
ら
富
山
へ
発
た
せ
る
｡
コ
ー
ス

中
間
の
拠
点
､
立
山
温
泉
に
直
行
し
､
物
資
補
給
と

救
援
の
準
備
に
当
た
ら
せ
る
た
め
だ
｡
こ
の
措
置
が
､

結
果
と
し
て
実
に
有
効
に
機
能
し
た
｡
そ
の
五
分
後

の
汽
車
で
､
伊
藤
も
勝
野
と
奥
村
を
伴
い
松
本
へ
向

か
う
｡十

六
日
早
朝
､
松
本
清
｡
勝
野
を
大
町
へ
直
行

さ
せ
る
が
､
伊
藤
は
奥
村
と
(
松
高
忠
誠
寮
二
福
林

氏
ヲ
訪
フ
)
｡
福
林
は
松
本
高
校
(
旧
制
)
山
岳
部

員
､
一
月
に
大
町
か
ち
の
帰
途
､
赤
沼
と
足
を
の
ば

し
た
浅
間
温
泉
で
識
っ
た
若
き
岳
友
だ
｡
伊
藤
は
､

マ
マ

今
回
の
計
画
を
伝
え
よ
う
と
､
(
猿
裂
ノ
降
雨
)
の
な

一
国
騨

か
を
立
ち
寄
っ
た
｡
福
林
も
後
日
､
こ
れ
に
応
え
る

行
動
を
と
る
｡
さ
ら
に
伊
藤
は
信
濃
山
岳
会
事
務
所

に
回
り
､
計
画
を
伝
え
て
勝
野
と
奥
村
の
入
会
手
続

を
と
る
｡
ど
ち
ら
も
､
万
一
の
場
合
に
備
え
た
措
置

だ
っ
た
｡

そ
の
日
は
有
明
の
赤
沼
宅
に
泊
ま
り
､
十
七
日
に

封
山
館
に
入
る
｡
十
八
日
は
ス
キ
ー
大
会
に
参
加
｡

十
九
日
､
横
浜
の
竹
内
鳳
次
郎
･
い
さ
(
遺
族
に
よ

れ
ば
｢
ひ
さ
｣
)
夫
妻
が
到
山
館
に
来
る
｡
数
年
前
か

ら
夫
妻
と
も
に
後
立
山
連
峰
や
叙
岳
二
九
二
〇
年
､

い
さ
女
性
初
登
頂
)
な
ど
に
親
し
ん
で
い
る
｡
こ
の

夜
､
赤
沼
が
到
着
す
る
｡

固
針
ノ
木
峠
越
え
　
挫
折
か
ら
再
挙
へ

二
月
二
十
日
､
降
雪
の
な
か
を
大
町
出
発
｡
伊

藤
･
百
瀬
･
赤
沼
･
勝
野
･
奥
村
に
､
竹
内
夫
妻
が

大
沢
ま
で
同
行
す
る
｡
北
沢
清
志
を
チ
ー
フ
､
黒
岩

直
吉
を
サ
ブ
に
大
町
山
案
内
人
組
合
の
十
五
名
を
加

え
た
大
パ
ー
テ
ィ
は
､
大
出
の
遠
山
宅
と
畠
山
の
小

屋
に
泊
ま
っ
て
､
二
十
二
日
(
午
後
三
時
三
十
七
分
)
､

大
沢
石
室
に
清
く
｡

だ
が
､
(
小
屋
全
ク
埋
没
セ
リ
)
｡
掘
り
出
し
作
業

に
二
時
間
を
要
し
た
う
え
､
(
白
樺
ノ
生
木
二
終
夜
煙

ル
)
状
態
｡
二
十
三
日
は
(
一
同
両
眼
ヲ
イ
タ
メ
テ

終
日
不
愉
快
)
｡
竹
内
夫
妻
の
下
山
に
黒
岩
ら
が
同

行
｡
石
室
の
排
煙
不
具
合
に
懲
り
て
天
幕
を
張
っ
て

寝
る
が
､
明
け
方
に
は
零
下
十
九
度
の
寒
気
が
襲
う
｡

二
十
四
日
､
快
晴
に
乗
じ
て
周
辺
を
撮
影
｡
二
十
五

日
は
雪
だ
が
ス
キ
ー
を
試
み
る
｡
朝
､
黒
岩
ら
五

名
を
手
紙
発
送
と
食
糧
補
充
の
た
め
に
下
山
さ
せ

る
｡
二
十
四
日
に
黒
岩
が
｢
伊
藤
隊
､
消
息
を
絶
つ
｣

｢
十
七
名
瀕
死
｣
な
ど
新
聞
の
誇
大
な
遭
難
誤
報
を
も

ち
帰
っ
た
の
で
､
そ
れ
に
対
処
す
る
手
紙
の
発
送
で

あ
る
｡二

十
六
日
､
黒
岩
ら
の
戻
り
を
待
つ
小
屋
へ
､
午

後
二
時
ご
ろ
､
(
吹
雪
ヲ
才
力
シ
テ
針
木
ヲ
越
エ
テ
来

夕
越
中
ノ
人
夫
)
が
窟
い
た
｡
立
山
温
泉
に
範
も
る

堀
田
が
､
伊
藤
ら
の
動
向
が
つ
か
め
ぬ
不
安
か
ら
講

じ
た
探
索
行
動
で
あ
る
｡
彼
ら
は
､
前
人
未
踏
の
厳

冬
期
初
の
針
ノ
木
越
え
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

ソ
ノ
勇
猛
果
敢
､
勇
壮
凄
絶
､
ナ
ン
ト
形
容
ス

よ
ろ
い

ル
モ
足
リ
ス
｡
全
身
二
氷
雪
ノ
鎧
ヲ
マ
ト
ィ
､
胡

椒
デ
塗
り
カ
タ
メ
タ
ル
人
形
ノ
ゴ
ト
キ
八
人
ノ
衆
｡

ワ
レ
ワ
レ
ハ
感
激
ノ
涙
ニ
ク
モ
ル
目
デ
彼
ラ
ヲ
週

へ
､
カ
タ
イ
カ
タ
イ
握
手
ヲ
交
ワ
シ
タ
｡

伊
藤
が
篤
い
敬
意
を
こ
め
て
記
す
八
人
の
名
は
､

佐
伯
嘉
左
衛
門
　
福
松
　
宗
作
　
政
吉
　
忠
太
郎

鶴
松
　
志
鷹
喜
一
光
次
郎

吹
雪
が
つ
の
る
｡
二
十
七
日
が
明
け
る
と
､
大
町

の
山
案
内
人
た
ち
は
下
山
を
申
し
出
て
-
る
｡

大
町
人
夫
ノ
全
部
､
大
沢
ヲ
引
上
ゲ
吹
雪
ヲ
冒

シ
テ
下
山
ス
｡
越
中
ノ
人
夫
八
名
､
小
屋
二
残
り

吹
雪
と
載
フ
｡
(
中
略
)
越
中
ノ
人
夫
､
一
時
下
山

ヲ
ス
ゝ
ム
｡
一
行
､
遂
一
二
時
下
山
､
再
挙
ヲ
冨

山
方
面
ヨ
リ
ス
ル
コ
ト
ト
決
シ
､
明
日
下
山
ト
ス
｡

二
十
八
日
午
前
十
時
三
十
分
､
大
沢
出
発
｡
午
後

四
時
四
十
五
分
､
大
出
に
清
さ
休
憩
｡
午
後
八
時
､

劃

山

館

帰

着

｡

　

　

　

　

　

　

　

【

つ

づ

く

一

(
登
山
史
研
究
家
)

※
こ
の
論
考
は
富
山
県
[
立
山
博
物
館
]
の
平
成
十
六
年
度

企
画
展
｢
山
嶽
活
窮
｣
に
関
連
し
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
原

稿
を
､
筆
者
と
富
山
県
[
立
山
博
物
壁
の
許
可
を
得
て

転
戦
し
た
も
の
で
あ
る
｡

訃
報
　
大
町
山
岳
博
物
館
顧
問
の
平
林
国
男
氏
が
平
成

十
六
年
九
月
二
十
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
｡

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
｡
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